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早稲田大学の中国語教育

郁艶

I はじめに

明治以来、日本で中国語が学ばれて久しいが、

英語やドイツ語、フランス語などが、主とし

て相手の文化を学びとるための言語であっ

たのにたいして、中国語は、文化的背景を無

視した実用会話を中心とする「特殊語学」と

され、ごく少数の人にしか学ばれて来なかっ

た1)。

学校教育においては、中国語はエリートを養成

した高等学校一一帝国大学の系譜からは外され、

せいぜい外国語学校や高等商業学校などの専門

学校および少数の私立大学で教えられる語学で

あった。

語学教育におけるこのような落差は何に起因

するのであろうか。この問題を解明するためには

近代日本における中国語教育の歴史をたどって

みる必要がある。筆者の関心は、戦前日本の学校

教育における中国語教育の実態を歴史的に検討

することにある。これまでの中国語教育史研究は

2)、取り扱っている時期が明治前・中期の中国語

教育制度の成立期に集中しており、主にこの時期

の中国語教育を中心的に担った民間の私塾や、官

立の東京外国語学校および中国に進出した学校

を取り上げて、それらの学校で行われた中国語教

育の趣旨や性格などについて考察を行ってきた

が、その後の時期において中国語教育はどのよう

に展開、発展していったのかについてはほとんど

研究されていない。その研究の空白を埋める一つ

の方途として、各学校を事例とする個別実証研究

がまず蓄積される必要がある。そこで本稿では早

稲田大学を事例として取り上げ、戦前日本の私立

大学における中国語教育の実態に迫ってみたい。

早稲田大学の前身校である東京専門学校では、

1900年9月より中国語教育を行い始めた。その

後早稲田大学では 1945年の終戦まで中国語教育

が絶えることなく行われた。ではなぜ早稲田大学

は早い時期から中国語教育に取り組んだのか。そ

こで行われた中国語教育は具体的にどのような

規定に基づき、どのような教科書を使い、どのよ

うな教員によって担われ、どのような内容が教え

られたのか。本稿では 1978年から 1997年にかけ

て上梓された『早稲田大学百年史~ (1-5巻、

別巻1-2、総索引年表)を主な資料として、こ

れらの問題の解明を試みる。

E 専門学校時代の中国語教育

1 中国語科目の設置状況

早稲田大学が中国語を初めて設置したのは東

京専門学校時代のことであった。 1900年9月に

始まった学年の課程表によれば、政学部英語政治

科の『外国語学jの科目に「英語、仏語又は支那

語J、邦語政治科に「英語又は支那語J、法学部法

律科・行政科の「外国語参考課」に「英語又は支

那語」が置かれていた 8)0

1900年7月に大隈重信宅で評議員会が聞かれ、

大学部設置案が可決された。同案によれば、学校

の組織を変更し、 1902年9月よりそれまでの「政

学部・法学部・文学部を大学部・専門部に大別J

して、「大学部は専ら英独仏の原書によりて各専

門学を研究する所とし、専門部は専ら邦語を以て
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修学せしめ、両部の学生中特に志望者に支那語を

授くjことが決定された心。この大学部設置案を

実行するために、 1901年2月に同校より学則改

正の願書が文部大臣に提出され、順調に文部省の

許可を得たので、同年4月より大学部の予備門で

ある高等予科が発足した 5)。その後、学校は講師

障の充実、基金の向上と専門化をめざして大幅な

改正を行い続け、 1902年9月にようやく大学部

を開設することを実現し、それに伴って校名を早

稲田大学と改めた。しかし大学とは名のったもの

の、 1918年の『大学令」の公布に至るまで、早

稲岡大学は「専門学校令J(1903年)に基づく専

門学校であった。

東京専門学校が中国語教育を行い始めた 1900

年の時点では、日本で中国語を教えた学校は東京

外国語学校と数少ない商業学校および民間の善

隣書院に限られていた。東京専門学校で早い時期

から中国語教育が行われたのは、同校創始者大限

重信の中国観が大きく作用していた。義和団事件

が起こった 1900年、大限は雑誌『太陽』に「去

来両世紀に於る世界列国と日本の位地Jを発表し

て、中国問題は 20世紀を迎えての世界最大の問

題であり、中国を保全することは日本の責任であ

ると述べた 6)0 r支那は支那人の支那である。支

那は支那国民自身の手によって充全に統治され

ねばならぬ。只夫れ若し支那にして財狼の知き異

表1 東京専門学校の中国語教員一覧

種族の魔の手に支配されるが如きことあらんか、

日本は敢然立ちて之を排撃するの決心と用意と

を有すJ7)との「支那保全J論は、大限の中国観

の柱であった。中国を『保全jするためには、中

国を研究しなければならず、そのためにまず中国

語が必要であるとの理由から、大隈は高田早苗に

中国語の設置を建議する一方、清国留学生部の創

設にも踏み切った 8)。

さて、改称前の東京専門学校時代の中国語教育

を担った教員についてみてみよう。表1は東京専

門学校時代の中国語教員の一覧である。

表1によれば、 1897年という早い時期から「支

那時文」が設けられていたことが分かる。ただ当

時はそれが外国語として認識されておらず、漢文

に含まれていた。中国人講師の張廷彦は宮島大八

の善隣書院で中国語を教え、後に東京外国語学校

の中国語教員も務めた人物であった。

中島時之と池田良栄は青柳篤恒の紹介によっ

て招耳号された。二人とも善隣書院の出身で、中島

時之は後に「満州|固執政滞儀氏側近の御用掛Jを

務めた人物で、池田良栄は後に陸軍士官学校教授

を務めた 9)。遠藤隆吉は『支那息想発達史~ (富

山房、 1904年)の著者で、後に私塾巣園学舎を

創設し、日本の社会学の祖とも言われる人物であ

った。

教員氏名 担当科目 在任期間 備考
菊池一九郎 支那時文 1897年5月~ 支那時文は漢文に含まれていた。
中島時之 支那語 1900 年 9 月 ~1902 年 1 月
中島比多吉 支那語 1901 年 2 月 ~7 月

張廷彦 支那語 1901 年 11 月 ~1907 年 12 月

池田良栄 支那語 1902 年 1 月 ~1904年 7 月

遠藤隆吉 支那語 1902年3月~ 支那哲学史、社会学を兼任。
[註]早稲田大学百年史編集所編『早稲田大学百年史』第 1 巻、早稲田大学、 1978 年、 1031~
1041頁および早稲田大学所蔵「学院教員報告Jより整理した。

1902年に東京専門学校は早稲田大学と改称し、

大学部(政治経済学科、法学科、文学科)、専門

部(政治経済、法律科、行政科、国語漢文科、歴

史地理科、法制経済及英語科)、高等予科よりな

るようになった。中国語は外国語選択科目として

大学部政治経済学科および専門部政治経済科に

ヮ“
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設置されており、また高等予科にも「支那語Jが 表2 中国語担当教員一覧(1907~1908 年度)
教員氏名 大学部 専門部 高等師範

設けられた lω。ここで注目したいのは、大学部

の法学科、文学科および専門部の法律科、行政科、

国語漢文科、歴史地理科には中国語を設置しなか

ったことである。前に述べたように、改称前の

1900.......1902年度では、政学部、法学部、文学部

ともに中国語を設置したが、昇格後中国語は大学

部の政治経済学科、専門部の政治経済科、そして

高等予科に限って設置されるようになった。これ

は法学や文学の原書を読むのに中国語はいらな

い、との認識が密かに作用した結果であろう。こ

の特徴はその後も続いた。

1902年度の中国語教員は大学部、専門部、高

等予科とも池田良栄と張廷彦であった 11)。

1903年7月に学則が改正され、大学部、専門

部のほかにさらに高等師範部を置き、従来専門部

に含めてあった国語漢文科、歴史地理科およびこ

れまでー科であったものを二つに分ち法制経済

科、英語科となし、都合4科をこれに属させるこ

ととなった。さらに閉じ 1903年の9月に大学部

に商科(修業年限3カ年)が開設された 12)。商

科の学科課程には第2外国語として支那語が配

置されていた 13)。

1907年にさらに改組が行われ、教学体制は大

学部、師範科、専門部、高等予科および留学生部

よりなるようになった。同年度の教育課程表によ

れば、中国語を設置したのは、大学部の政治経済

学科、商科、専門部の政治経済科および高等師範

部であった l心。表2は同年度の中国語担当教員

一覧である。

政治経
商科
政治経済

済学科 科

庫緒t.e: 清語 消語 滑語 消語
渡俊治 滑語 消語 消務
青柳篤恒 清語 消語 f育語 滑語
宮島吉敏 清語、支 清語 滑語 支那時文

那時文 支那時文 滑語
鈴木文元 消語
関菊麿 滑語 滑語
[註]早稲田大学百年史編凍肩扇了事稲田大学百年史』

第 2巻、早稲田大学、 1981 年、 379~385 頁より
整理した。

現在早稲田大学学校史編集室に所蔵されて

いる「学院教員報告」によれば、庫緒恒は 1906

年9月-1908年7月までの期間在職しており、

身分は嘱託講師であった。宮島吉敏は 1906年

12月-1908年7月までの期間在職しており、

身分は嘱託講師で本多辰三郎の後任であった。

鈴木文元は1907年9月-1909年7月までの期

間在職しており、身分は嘱託講師であった。関

菊麿は 1906年 1月-1908年 12月までの期間

「清語Jを担当するかたわら、清国留学生部の

通訳も務めていた 15)。

1909年に、政治経済学科と文学科の第3学

年の学生より志望者各 10名を選抜して入科さ

せる新聞研究科が設けられた。そこでは隔週 1

回、青柳篤恒が「支那新聞研究」を担当した 16)。

1911-1912年度の教育課程表によれば、大

学部政治経済学科および商科の随意科目とし

て第2外国語に中国語が設置されており17)、

専門部政治経済科にも「清語」が設けられてい

た 18)。当該年度の中国語の教育課程表は表3

のとおりである。

以上のような中国語科目の時間配当は、大学

に昇格するまで維持された。
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表3 早稲田大学の中国語授業時間および担当教員 (1911~1912 年度)

大学部政治経済科・専門部政治経済科 大学部商科

時数 教員 時数 教員

1学年 4時間 渡俊治 2時間 青柳篤恒
2学年 4時間 青柳篤恒 2時間 渡俊治

3学年 4時間 青柳篤恒 2時間 波俊治
[註]早稲田大学百年史編集所編『早稲田大学百年史』第2巻、早稲田大学、
1981年、 417頁より整理した。

2 中国語教員について

早稲田大学の中国語教育は青柳篤恒と渡俊治

が中軸となって行われていた。そこで次に二人の

生涯およびその中国語教育実践について探って

みたい。

青柳篤恒は、 1877年山形県米沢に生まれ、幼

少時に父と死別した。その後上京し、叔父の宮島

大八の門に入ったのが契機となり、中国研究の道

に進んだ。宮島は、ロシア語の二葉亭四迷と並び

称される日本の中国語教育の創始者で、古典学に

も通暁し、善隣書院を主宰して、中国語教育界お

よび中国研究の分野に多くの人材を輩出した人

物である。青柳はその善隣書院(最初の頃は詠帰

舎と称された)の1回生で、中国語学および中国

古典の秀才として嘱望された 19)。

青柳の回想によれば、当時詠帰舎で使用されて

いた中国語教科書は『亜細亜言語集n官話指南』
『華語陛歩』の何冊かに限られており、青柳はこ

この夜学に通いながら、昼間は当時神田美土代町

にあった斯文会で漢籍の講義を受けていた。斯文

会は、 1880年に東洋の学術文化の交流を意図し

た岩倉具視が、谷干城らとはかつて創設したもの

である。青柳によれば、「会費僅に金萱圏也只だ

の一度だけ納めへすれば、一生涯、根本通明、信

夫恕軒、豊島毅、三島中酬といったやうな当代第

一流の碩学通儒の漢籍講義が聴聞し得られたも

ので、われわれ赤貧の書生には持って来いの施

設」であった 20)。

青柳は詠帰舎で中国の湖北武自から来た張

治 21)にしたがい、「三字経、百家姓、千字文、孝

経より始めて四書五経に及び、備さに其音読と意

義に関する講授とを受け」、中国の古代の礼儀、

道徳や中国語学に関する基本的な知識を授けら

れた 22)。学業において優れた才気を表した青柳

は、宮島の推薦によって 1898年21歳で東京外国

語学校の講師、ついで陸軍大学校の嘱託教授に就

任した 28)。

しかし進取の精神が強い青柳は、外国語学校講

師を断然辞職して、陸箪大学校の仕事に専念しな

がら、 1900年に東京専門学校英語政治科に進学

することにした。 5年後早稲田大学の大学部政治

経済学科の第1期生として卒業し、 1908年に母

校の教授に就任した。授業を担当するかたわら高

田早苗の紹介で大限重信のため通訳も兼ね却、

さらに大限と高田の推挙により有賀長雄に従っ

て 1914年から 2年間中華民国大総統哀世凱の顧

問として北京に滞在した 25)。早稲田大学に帰任

した後 12年問、同校の校外教育部長を兼ね、ま

た多年科外講演部長に任じ、 1948年の定年退職

まで、政治経済学部教授として中国問題、中国経

済論、極東外交史、中国語などの科目を担当、そ

の学殖と爽やかな弁舌で名講義を植われた 26)。

退職後名誉教授となり、 1951年に死去した。

青柳については、高田は次のように語っている

。
)
 司，
の
&

世間に類の少ない支那語の達人であって、支

那語の大家たる宮島大八君の教を受け、往年

支那の学者が公使館附で来た折に、直接其教

を長く受けた為に、君の支那語は膏に流暢で

あるのみならず、頗る文雅であると言はれた。

-4 -
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されば、大限伯も私も、支那からお客さんの

あるごとに、此人に通訳の労を取ってもらひ、

又支那学生と我々との中間に立って、いろい

ろ肝煎ってもらひ、頗る便利を得たのである。

中国語に極能であった青柳は、授業だけではな

く、学校の校務や留学生管理などの面においても

不可欠な存在であったことがうからわれる。次に

青柳の著作を通して、彼の学問および中国観につ

いて考えてみたい。表4は青柳の著書、表5は論

文の一覧である。

この二つの表をみれば分かるように、青柳の研

究は中国語学の分野に限るものではなく、その学

殖は広く歴史、政治、経済、外交にわたっていた。

数多くの著書のうち『極東外交史概観~ (世界堂

書庖、 1938年)が彼の豊富な体験を織りまぜた

ものだとしたら、『支那時文規範~ (博文堂、 1907

年)は、日本における最初の清朝公文書の解説書

として今なおこれを越えるもののない名著であ

る。

次に『大学評論~ ~補習教育』の両紙に掲載さ

れた青柳の文章を取り上げて、彼のもっていた中

国観をうかがってみよう。青柳は 1917年6月1

日刊の『大学評論』第1巻第6号に「対支外交と

参戦問題Jと題する文章を発表し、当時の寺内正

毅内閣の対中国政策について次のように鋭く指

摘した制。

寺内内閣の日支親善は日本の現政府と支那

の現政府との親善にして両国国民は共に全

く親善の圏外に放逐せられて居る、斯くて、

日支親善の名徒らに美にして、時を経ると共

に馬脚を現すに至れるは蓋し当然のことで

ある。

当時の日本政府と中国の軍閥である段棋瑞勢

力との「不自然なる親善」は、必ず「他の勢力と

の聞に新たなる怨恨を醸」すのみならず、こうし

た両国の国民を「眼中より全然無視Jする官僚的

な親善はかならず国民の反対を招くことを憂慮

していた則。

青柳の憂慮は、日中両国の国民の利益を視野に

入れた積極性をもっていたと言えよう。しかし国

際情勢の変化および日本の中国進出の加速につ

れ、青柳のこの憂慮も時代的な限界性をみせはじ

めた。 1915年の21ヶ条の要求は、日本の軍国主

義の野心を世界に現し、国際的な批判を浴びるよ

うになった。このことについて青柳は次のように

発言した 81)。

日本帝国が支那に伸ぴんとすることは政治

的野心ではありませぬ、領土を広げたといふ

やうな時代錯誤の国民的に誤れる賛沢や虚

栄心に囚はれたるものではありませぬ…・

経済的発展に外ならぬのであります。日本帝

国国民の支那に伸ぴんとすることは……活

きるか死ぬかの境目であります。人苛も死す

ることを恐れずんば則ち己む、苛も活きむと

する心ある以上活きんが為にパンを得水を

得むとして其手段をも選ぶ暇なしといふこ

とは是蓋し天より吾人に与へられたる当然

の権利であります。

ここでは、青柳は日本の中国への侵略を、活き

ていくために「パンを得水を得むとしてJの手段

に過ぎず、これは「天より吾人に与へられた当然

の権利」であると正当化している。つまり青柳の

「対支外交」はあくまで日本の中国に対する進出

をスムーズに進めるためのものであり、彼が掲げ

た「日中親善」、あるいは日本と中国との経済的

「連盟Jは決して中国の国民の立場を視野に入れ

たものではなかった。彼の中国観の時代的な限界

性が上の発言に表されている。

"hJV 
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表4 青柳篤恒の中国語関係著書一覧
著書名 出版社および出版年 備考

支那語助辞用法 文求堂、 1902年

新緑支那語会話読本 早稲田大学出版部、 1903年

清国漫遊案内 博文館、 1903年 中山東一郎と共編

支那時文評釈 早稲田大学出版部、 1904年 早稲田大学36年度文学教授科第2学年講義録

支那時文評釈統 早稲田大学出版部、 1904年 早稲田大学37年度文学教授科第2学年講義録
在消従軍者の心得 滑語学堂、， 1904年

支那時文評釈 早稲田大学出版部、 1905年 早稲田大学37年度文学教授科第1学年講義録

支那時文評釈 早稲田大学出版部、 1905年 早稲田大学38年度文学教授科第1学年講義録
支那時文軌範 博文館、 1907年

支那時文評釈 早稲田大学出版部、1907年、 早稲田大学39年度文学教授科第1学年講義録
書 支那時文教科書釈筆 文求堂、 1908年 波俊治共訳
名 支那時文教科書 文求堂書局、 1908年 波俊治共編

支那時文評釈 早稲田大学出版部、 1909年 早稲田大学 42年度文学教授科第2学年講義録
(富島吉敏と共編)

清国新政治組織通表. 文求堂書局、 1909年 (中央之部)

世界之支那史 早稲田大学出版部、 1918年
支那近世産業発達史 東亜研究会、 1931年

極東外交史概観 世界堂書底、 1938年
標準商業支那語教科書 松邑三松堂、 1939年 呉主恵と共著

北京語速成講座 北京語普及学会、?年 別タイトル:実用北尽語速成講座

標準支那語会話教科書 松巨三松堂、 1940年、 呉主恵共著

東亜外交史論 世界堂書庖、 1943年、

[註]国立国蚕函書館および全国各大学図書館の蔵書目録から整理した。

表5 青柳篤恒の論文一覧
論文名 掲載誌 発行年月日

清国に於ける出版事業 『成功』第7巻第1号 1905年7月1日
支那語独学者，心得 『成功』第7巻第3号 1905年9月1日

渡清実業家成功秘訣 『成功』第7巻第5号 1905年 10月1日

支那時文研究法 『成功』第8巻第1号 1905年 12月1日

支那語熟達神髄 『成功』第8巻第3号 1906年1月 10日

清国の小学教育 『小学校』第6巻第2号 1908年 10月5日
清国偉人張之洞の公生涯 『成功』第17巻第3号 1909年 11月1日

中華民国の前途(上・下) 『福岡日日新聞』 1912年8月7日、 8日

青山墓地の碑文を手写す 『成功』第24巻第4号 1913年1月1日
論 山東経営 『神戸新聞』 19日年1月4日
文 日支親善 『成功』第31巻第1号 1916年1月1日
名 対支外交と参戦問題 『大学評論』第1巻第6号 1917年6月1日
予の廿歳頃 『中学世界』第21巻第1号 1918年1月1日
対支根本策の解決を論ず 『大学評論』第2巻第1号 1918年1月1日

反省の日本 『補習教育』第43号 1926年9月1日

反省の日本 『補習教育』第45号 1926年 11月1日
反省の日本 『補習教育』第46号 1926年 12月1日

反省の日本 『補習教育』第49号 1927年3月1日

移りゆく支那と日本 『補習教育』第51号 1927年5月1日

移りゆく支那と日;本 『補習教育』第52号 1927年6月1日)
青年教育に対する織者の簸冨 『青年教育』第 105号 1931年 11月1日

[註]教育ジャーナリヌム史研究会編『教育関係雑誌目次集成』日本図書センター、 1986年
より整理した。
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さて、中国語学の研究および教育について、青 士」的な中国語人材にならなければならないこと

柳はどのような見識をもっていたのか。まず漢字 で、あった。その思想のもとに、彼は言葉の思想性

を使用している日本人にとって、「支那語の門に を次のように強調した凶。

入ることは比較的容易」であることについて、次

のように論じた紛。 凡そ語は思想の外に現はれたものに過ぎな

日本と支那とは文字が同じであるから、支那

語を研究するにも依る所があって、全く文字

を異にする諸国語を研究するよりは遁に容

易いのである……併しこの同文の利なるも

のは、やがて同文の弊であることを知らなけ

ればならぬ、何となれば、この文字の同じで

あることが累をなして、支那語の稽古は眼ば

かり肥えて耳と口とが全くお留守になりた

がる。支那語の書は巧みに読めても、支那人

のいふことは分らないなりにも聞けないの

である。これ全く文字が同一であることに依

頼し過ぎた弊の実現せるものである。

日本人が中国語を学習するにあたり、誤りがち

なのは漢字に頼りすぎて、発音を軽視することで、

中国語の学習には発音の訓練が重要で、あると指

摘している。さらに、「支那語研究の一大要件」

としてあげたのは「漢文の素養」である 33)。

漢文の素養がないと、その説く所は動きもす

れば都俗野卑に流れる虞あるのみならず、唯

だ一言半句を以て要領を得る寸鉄殺人的の

警句も自由に用いられず、却って迂拙極まる

千言万語を費やさねばならない……何時迄

も大人気ない、国土らしくない言葉遣ひに甘

んじてをらねばなるまい。

中国語の「神髄Jを把握し、中国語に「熟達」

するためには、漢文の素養がなければならないと

の見解である。ここで注目したいのは、青柳が努

めて追求していた中国語の「熟達」とは、単に文

章を読め、言葉を喋れる程度のものではなく、「国

いから、其の思想にして旧式浅薄なる聞は到

底二十世紀の活舞台に湧躍して、東方の士た

るの責を尽くすことは不可能である……支

那語の真成功を企図せんとならば、音に漢文

の素養位に満足せず、更に進んであらゆる日

進月化の活学聞を研究し、思想の豊富を計ら

なければならぬ。

つまり、「二十世紀の活舞台に湧躍」する人材

になるために、常に新しい学聞を研究しなければ

ならず、言葉ばかり流暢にできても、学識思想が

不足であれば、言語を活用することも到底できな

いと指摘したのである紛。

青柳のこうした「国土」思想の形成は、彼の恩

師である宮島大人に大きな影響を受けたと考え

られる。宮島が「人物をつくるにあり、区々たる

言語にはない」とその教育目的を述べたように、

青柳も中国語教育を通じて真の国士を養成する

ことを終生の事業とした。

青柳と並んで早稲田大学の中国語教育を支え

てきたもう一人の人物として渡俊治が挙げられ

る。青柳が表世凱の顧問として有賀長雄に従い中

国に赴いたり、学外でも華やかな存在であったの

に比べ、渡は地味で世間に知られることが少なか

ったが、辛亥革命に際して黄輿を援助したり、第

二次世界大戦末期に終戦の裏面工作をしたりと

国士的風格があった制。

渡は 1876年秋田県横手に生まれ、苦学して教

員免許をとり、秋田、北海道、東京で小学校司l晴

に任じ、かたわら漢学を修業、一念発起して善隣

書院に入った。青柳の 1年後輩であった。 1902

年に卒業後、教習として中国の保定師範学堂に赴

任、 2年間務めた。 1905年3月に青柳の紹介で
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早稲田大学の中国語講師に就任した。努力家の渡

は大正の初年に早稲田大学政治経済学部に入学

し、青柳とは逆に教授でありながら学生を兼ねた

が、学監塩沢目貞より高等予科の主事(教務主任)

への就任を命じられ、余儀なく卒業を断念した。

主事としては「渡のあかおにJと呼ばれ畏敬され

た。戦時中自宅を成器書院と名づけ、自宅でも塾

生に中国語を教えて倦むところがなかった 3九

m 大学令J下の早稲田大学と中国語教育

1 中国語科目の設置状況

1918年 12月6日に「大学令」が公布され、官

立大学と並んで私立大学の設置が認められるよ

うになった。これによって、それまで大学と称し

ていたものの、法制上は「専門学校令」によって

いた早稲田大学は、 1920年2月に正式に大学の

地位を与えられた 38)。

3月 31日に認可された新しい学則によれば、

「本大学ノ、専門学術ノ教授及研究ヲ目的」とし

(第1条)、政治経済学部、法学部、文学部、商

学部および理工学部を置くこととされた(第2

条)ω。

では、正式に大学に昇格した早稲田大学で、中

国語科目の位置づけはどのように変化したかを

みてみよう。中国語の設置は商学部、政治経済学

部、理工学部に限られていた。 1920年度に発足

したばかりの商学部の学科課程をみれば、第2外

国語は「独語仏語露語支那語」のうちから 1

科目を選択することとなっていた ω。また 1924

年度の学科課程によれば、政治経済学部の第2外

国語 (1科目選択)は「独語仏語露語支那語」

となっており、理工学部の外国語は「英語、独語、

仏語、露語及支那語トシ其ノー又ハ二ヲ選択セシ

ム」となっていた 41)。同年度の学科課程表によ

れば、政治経済学部と商学部の第2外国語は全学

合併授業で行われていたようである。これは商学

部に中国語の専任教員がおらず、青柳篤恒と渡俊

-8 -

治が出講する形で行われた。表6は中国語の授業

時間数および担当教員である。

表6 中国語の授業時間と担当教員(1924年度)
l 教員および担当時間数

第1学年 l 青柳 1時間、渡3時間
第2学年 l 青柳2時間、波2時間
第3学年 l 青柳3時間、渡1時間
[註]早稲田大学百年史編集所編『早稲田大学百年史』
第3巻、早稲田大学、 1987年、 37頁より整理し
た。

大学への昇格に伴い附属早稲田高等学院が創

設された。これは「高等普通教育ヲ授クルヲ以テ

目的Jとし、文科、理科を置き、文科を修了した

者は早稲田大学政治経済学部、法学部、文学部お

よび商学部に、理科を修了した者は理工学部に入

ることとなっていた。注目したいのは、早稲田高

等学院の第1学年の課程に第2外国語選択科目

として「支那語」が置かれたことである。そのこ

とについて、学院長の中島半次郎は次のように説

明している 42)。

高等学院は言はぱ一種の私立の高等学校で

ありまして何処迄も高等普通教育を授け、併

せて国民道徳の充実を計るのでありますが、

夫れに合せまして早稲田大学が建学の趣旨

として居ります点を酌みまして……後に大

学に進みまする時の基礎教育を与えると云

ふ考えを持ちまして幾分の変更を致したい

考から、第一学年の学科にも多少高等学校と

は違ひます点を有して置きました……高等

学校令に規定せられて居ります外の外国語、

例へば露西亜語でありますとか支那語であ

ります。

その後、さらに多くの学生を収容するために、

1921年に第二高等学院 (2年制、文科系だけ)

が設置され、それまでの高等学院が第一高等学院

と改称された。表7は両学院における第2外国語
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としての中国語の授業時間数および担当教員一

覧である。

表7 第一・第二高等学院の中国語の授業時間と担当
教員(1922年度)

第一高等学院
時数 内容 教員

1学年 4時間 講読、作文、文法
波俊治
青柳篤恒

2学年 4時間
輪誘

同上
(支那語会話篇)

3学年 4時間 向上 向上
第一高等学院

1学年 4時間 講読、作文、文法 波俊治

2学年
3時間 輪講、作文、文法 渡俊治
1時間 向上 青柳篤恒

[註]早稲田大学大学史編集所編『早稲田大学百年史』
第3巻、早稲田大学、 1987年、 77-87頁より整
理した。

高等学院は語学別でなく志望学部別のクラス

編成であったので、政治経済学部と商学部では第

2外国語として中国語を設置したから、高等学院

の両学部希望者クラスの中国語の選択者は他の

クラスより多く、それに対して法学部などの希望

者クラスに中国語の選択者は皆無に近かった 43)。

大学昇格に伴い、旧専門部と高等師範部はそれ

ぞれ附属学校となった。政治経済科、法律科、商

科より新たに構成された専門部の課程に中国語

は置かれなかったが、高等師範部 (3年制、国語

漢文科、英語科)の国語漢文科の第2学年に1時

間の「支那現代文」が設けられており、担当は青

柳篤恒で、あったω。

昭和期になると、私立大学の多くが「大学令」

による大学としての体制をようやく整える段階

に入札早稲田大学も全学的な学制改革を行うこ

とに踏み切った。改革の大綱としては「授業時間

数を減じて、学生が自主的に研究すべき時間の余

裕を与へる」こと、「各部各科の学生が其専門に

従て必修すべき学科目の数を減少しJr根幹とな

るべき学科目を系統的に学修Jさせること、「必

修科目以外に選択科目を設け一定の制限の下に

自由に学生の個性に従て選択履修せしむることJ

などが挙げられた制。

このことによって、中国語科目の設置にはどの

ような変化がみられたか。改革の結果として、中

国語の科目は商学部、および附属専門学校と高等

学院(第一高等学院文科および第二高等学院)に

限って第2外国語として設けられただけであっ

た。 1932年に実施された新学制の学科配当によ

れば、中国語は政治経済学部と理工学部の科目の

なかから姿を消し、青柳が政治経済学部で担当し

た科目は「支那問題研究」となっていた 46)。表

8は同年度の中国語の授業時間数と担当教員一

覧である。

表8 第一・第二高等学院の中国語の授業時間と担当
教員 (1932年度)

商学部
時数 内容 教員

1-3 
4時間 不明 不明

学年
専門学校

1学年
2時間 文法訳読 青柳篤恒
2時間 文法駅続 波俊治

2学年 向上 向上 同上
3学年 同上 同上 向上

第一高等学院文科
1学年 4時間 支那語 波俊治

2学年 4時間 官話急救篇
青柳篤値
渡俊治

3学年 4時間 支那語 同上
第高等学院文科

1学年 5時間 購読、作文、文法 渡俊治

2学年
3時間 向上 渡俊治
2時間 同上 青柳篤恒

[註]早稲田大学大事貢扇葉所編『早稲田大学百年史』
第3巻、早稲田大学、 1987年、 693-733頁より
聾理した。

その後、政治経済学部では 1935年より従来の

随意科目としての第2外国語はなくなり、代わっ

て選択科目に「独語特殊研究Jr仏語特殊研究J

(いずれに各学年)r支那語特殊研究J(第1学年)

が置かれ、いずれの学年においても 1科目を選択

させる形となった。「支那語特殊研究Jを担当し

たのは青柳で、このほかに「支那問題研究Jr支

那経済事情」なども担当した判。
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1943年の学科課程表によれば、商学部の全学

年を通して中国語が設置されており、それぞれ週

に2時間で担当教員は呉主恵であった ω。その

後戦争の激化に伴い、 1944年に学科課程に大幅

な改組が行われ、商学部は時局に適応して刷新が

施された。同年度に出された「商学部刷新要綱J

によれば、教育の目的は「東亜共栄国確立に寄与

するために的確に国家目的を把握し、且つ産業技

術に関して造詣深き経営指導者を育成するを以

て主眼と」し、 f学科目決定方針」として、「工業

に関する学術修得に重点を置くことJと決められ

た 49)。改めて制定された「産業経営学部学科阻

当予定表Jによれば、外国語科目は「華・独・仏・

英Jの4カ国語となっていた則。

2 授業風景および中国語教員について

次に「大学令J下の早稲田大学の中国語教育の

授業風景および教員について考察してみたい。資

料の制約で授業の実態を再現することは非常に

困難であるが、数少ない卒業生の回想録および若

干の教科書を分析することによって中国語教育

の実態を探ってみたい。 1934年に第一高等学院

文科に入学し、後に政治経済学部経済学科に進学

した安藤彦太郎は当時の授業の様子について次

のように回想している 61)。

当時、第一高等学院文科は、語学別でなく志

望学部別のクラス編成で、私は政経志望クラ

スであった。ところで、授業がはじまってみ

ると、各クラスから集まってくる中国語選択

者は数人に過ぎず・・・・・・国土的風格をのぞか

せた渡俊治という老先生が、『急就編』一冊

を三年がかりでアタマから暗記させる、とい

う授業ぶりであった。

中国語を設置した政治経済学部を希望するク

ラスといっても、中国語の選択者数はわずか数人

であったことが分かる。教科書として使用された

のは『急就編』の一冊で、「三年がかりでアタマ

から暗記させJられたのである。『急救篇』は中

国語の入門会話番で、 1904年に善隣書院によっ

て出版された宮島大八の著作である。はじめは

『官話急救篇』と題し、 1933年に『急救篇』と

改題された。初版の 1904年から終戦の年の 1945

年 11月まで 171版を出した同書は、戦前におい

て「日本の圏内はもちろん海外の植民地において

さえ、中国語を学んだ初学者は、だれでも一度は

手にしたことのある教科書」であった 52)。

『急就篇』がこれだけ版を重ねたことは、同書

の人気度を物語る一方、明治期から昭和期にかけ

て日本の中国語教育が内容的にあるいは教科書

の編纂において停滞していた一面をうかがわせ

る。それについて六角は、「全体の語句や文の配

列には、あまり難易や文法の考慮をなされておら

ず、清朝時代の封建中国の世界を映した中国語と

いえる。そこには現実の生きた中国の姿を伝える

ものは見あたらないJと述べている 53)。

また学部に進学した後に履修した「支那語特殊

研究」の授業について、安藤は次のように述べた

54) 

支那語特殊研究は、ドイツ、フランス語とな

らぶ、本来は原書を読む時間のはずであるの

に、大正時代の古色蒼然たる『談論新編』と

いう問答体の教材を用い、『急就篇』の延長

のような授業であった。

『談論新編』は金国瑛、平岩道知の共著で、1898

年に文求堂により出版されたものである。早稲田

大学で使用されたのはその改訂版であったと推

測される (1910年に訂正第7版が出ている)。い

ずれにせよ、 1930年代に至って『急就篇』と『談

論新編』を使用した中国語の授業は、決して新し

い内容のものではなかったと言えよう。この点に

ついて安藤は、「新時代の中国語に私がなんとか

触れることができたのには、中国の留学生たちと

-10-
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の接触が」あったからであると述べた師。

1930年代に入札日本と中国が全面的な戦争

状態に突入するにつれ、皮肉なことに中国語学習

人口は爆発的に増加した。政治経済学部を卒業し

て間もなく高等学院の中国語教員に選ばれた安

藤彦太郎は、「私が講師に任用されたのは、なに

も学力のせいではな」く、「戦局の激化とともに

中国語選択者が急増し、クラスができたのに、先

生がいなくて、大学当局が困り果てていたJから

であると述べている踊)。

学習者の急増に応じて、中国語学習書の発行も

盛んとなり 57)、数多くの出版物のなかに中国語

を「満州語」と呼ぶ時勢便乗の「キワモノ的会話

書」も多かったが 58)、科学的な中国語学研究や、

中国の新文学を積極的に紹介する新しい教科書

も現れ始めた。 1939年に岩波書l古から出版され

た京都帝国大学教授倉石武四郎の『支那語教育の

理論と実際~ (岩波書底、 1941年)は、それまで

「おたがひに領土を定め、縄張りを守った」日本

の漢文と中国語との「融合」、および『支那語学

の改革」を提唱し刷、当時の中国語教育界に大

きな反響を呼んだ。

こうした中国語教育の新しい時期を迎え、早稲

田大学では青柳、渡両名の先駆的な仕事を継ぐ者

として現れたのが郭明昆と実藤恵秀を中心とす

る新教員たちで、あった。

郭明毘は 1905年に台南に生まれ、 1925年早稲

田第二高等学院に入学し、 1931年に文学部哲学

科社会哲学専攻を卒業した後、台南第二中学校の

教諭に就任。 2年後大学院に戻って津田左右吉に

従い、「礼儀喪服考Jなどの論文を書いた。 1934

年に外務省文化事業部留学生として北京に渡り、

中国に滞在中、訪撃した総長田中穂積が胡適と会

見した際の通訳を務めて見出され、 1936年に帰

国と同時に第一・第二高等学院の講師となり、中

国語を担当した 60)。

郭は、中国で用いられていた注音符号を導入し、

従来経験主義に陥りがちで、あった中国語教育に

言語理論を援用することを試み、「華語における

形体観念J(1941年)などの論文を発表した。「台

湾出身者として、当時は日本の国籍であったが、

中華民族の誇りを堅持し、戦時下にもかかわらず

時に中国の長杉の裾をひるがえして登校したJと

言われる 6九 1943年に台湾に帰省する途中、ア

メリカの潜水艦の攻撃に遇って遭難した。

郭とともに早稲田の中国語教育に新風を吹き

込み、さらに戦後も早稲田の中国語教育に貢献し

続けたのが実藤恵秀である。『中国人・日本留学

史~ (くろしお出版社、 1960年)をはじめ日中文

化関係史、中国現代文学などの著書・訳書が多く、

早稲田大学が世に誇る学者の一人で中国研究の

専門家であった。

1896年に広島県に生まれ、 1920年に文学部文

学科支那文学専攻を卒業した後、高輪中学校での

教職勤務を経て、 1928年に第二高等学院講師に

迎えられ漢文を担当した。同年の9月から東京外

国語学校の夜間の専修科に編入、教師のかたわら

通学し 1930年に卒業した。在来の漢文的中国文

学でなく、中国語の基礎の上に文学を研究する途

を拓いた。1930年代後半から中国語も担当し、『漢

文基礎支那現代文捷径~ (尚文堂、 1933年)、『中

国現代文選~ (文求堂、 1937年)など新しい中国

語学書を刊行し、戦後もこの分野のリーダーとし

て活躍したω。

残念ながら資料の制約で、この時期の中国語の

授業風景や教育内容などを再現することは非常

に難しい。ここでは『漢文基礎支那現代文捷径』

を例として取り上げ、同書の編集における実藤の

思想をうかがってみることにしよう。

まず同書の序文において実藤は次のように述

べている倒。
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から喜ぶべきであると同時に、隣邦支那と将

来文化的理解しあふためにも亦欣ぶべきで

ある。思ふに、日支両国民族も、何れかの日

には、真に理解し共援するのは必然の勢であ

る。人類の融合・親善は理解から生じ、理解

は先づ第一に言葉からである。

「人類の融合・親善は理解から生じ、理解は先

づ第一に言葉からであるjとの言論は非常に進歩

的にみえるが、中国語を「満州国語Jとみなし、

中国語研究を日本と「新興満州国との文化的融

合」の道具と認識したのは、時勢便乗主義と言わ

なければならない。

全巻は4篤から構成されており、附録として常

用字便覧が 1葉折り込みになって付けられてい

る。第1篇は総論篇として、中国語の口語は「地

方的に多種」で「発音極めて困難」であるが、「文

は全国一様」で「理解容易」であると述べ、中国

語の文章なら日本人は速成的に習得できると勧

めている。そして中国で起きた「文学革命Jや「言

文の分離」、および「白話文の勝利」などについ

て紹介し、古典漢文と現代文とは「もともと他人

ではなJく、それは日本の「徒然草と現代文との

やうな関係に」あると述べている叫。

第2篇は読本篇で、中国現代文を読むにあって

の基礎的な、特殊な文字の解説を行い、例文は中

国の現状を知ることができるような材料を選ん

でいる。例えば、中国現代文壇の第一人者である

郭沫若の「創造 10年」側、国民党の要人で経済

学者である周傍海の「三民主義の本体」、『天鐸報』

の主筆である戴季陶 66)の「中国人研究日本問題

的必要」など当時の中国を代表する知識人たちの

作品や、中国の小学校教科書などを採録している。

しかし他方で、時局的な色彩が濃い「満州国のポ

スター」のような内容も取り入れている。

第3篇の文法篇は、現代文も漢文も文法的には

同様であるとの考えに基づき、現代文法について

の解説を省き、主として単語について品調別に解

説している。

第4篇は参考篇となっており、日中で同ーの漢

字表記の単語の異義を解説し、「漢字に書かれた

外国語Jや「支那出版界の展望」、「我伺何以建設

新国家泥?満州国ポスター)J、『孟子』の一部

の現代語訳文などが取りあげられている。

全体的にみれば、日本人がもっている漢文の知

識を利用して中国語の文章を理解させようとす

るのが同書の編集方針であり、従来の会話主義的

教科書とは異なった文化的内容を取り入れた点

では、新しい形式の中国語教科書であったと言え

よう。同書は 1939年9月に三修社から『漢文か

ら時文へ』と改題して重版が出された。

郭と実藤のほかに、昭和期の早稲田の中国語教

育に貢献した教員も簡単に紹介しておこう。

呉主恵は、 1907年南京に生まれ、 1937年台湾

に移籍。 1927年に専阿部政治経済科に入学し、

1933年に政治経済学部経済学科を卒業し、翌年

に東洋大学に移って、社会科学的に中国研究を行

った。『華詩文法研究~ (文求堂、 1938年)など

の語学関係の著書も多い 67)。

堤留吉は、 1896年滋賀県に生まれ、 1924年に

早稲田大学の高等師範部国語漢文科に入学し、

1928年に文学部文学科国文学専攻を卒業、 1931

年から 3年間、白楽天研究のために北京に留学、

1935年第一高等学院講師として国語を担当し、

かたわら学生の会である支那語研究会で中国語

を教えた。 1944年人員削減措置で早稲田大学を

退職、陸軍予備士宮学校教授の専任となったが、

1946年に第一高等学院に中国語講師として復帰、

後に国文科に移り、 1967年に文学部教授を定年

退職した倒。

陣内宜男は、 1906年長崎県に生まれ、第二高

等学院を経て 1931年に文学部文学科国文専攻を

卒業、中国文学研究のために2年間北京に留学し

た。 1933年から 1941年まで職員として学生課に

勤務、その間支那語研究会で注音符号を導入した

新しい中国語を教えたが、 5年間にわたり出征。
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1942年4月に第二高等学院に嘱託講師として勤

務することになったが、 2年目の初めにまた応召

されて出征。戦後は教育学部教授を経て、 1977

年に定年退職した制。

N おわりに

早稲田大学は 1900年(東京専門学校時代)よ

り1945年の終戦まで中国語教育を行い続けた。

政治経済学部や商学部など一部の系統に限られ

ていたとはいえ、西洋崇拝の風潮が強かった明治

時代から中国語を設置していたことが意味深い。

しかしあくまで第2外国語選択科目として位置

づけられた中国語は、履修者が少なく、教育内容

においても昭和期に入ってからも依然として明

治期の古い教材を使い続けていたことは、文化語

学ではなく「実用語学」の性格を濃厚にもってい

た中国語が学問研究に役立たないという認識に

よるものであった。その後 1930年代に入り、中

国語の履修者が急増したのは、中国語の「戦争語

学」の性格を物語る。早稲田大学の初期の中国語

教育を担った教員は、善隣書院の出身者が多かっ

たため、宮島大人の f国土J養成の中国語教育観

は早稲田大学の中国語教育に大きく影響した。

本稿では、戦前の早稲田大学の中国語教育につ

いて考察を行ってきた。分析はまだまだ不十分で

あるが、戦前の早稲田大学における中国語の設置

状況や、担当教員、教科書などについて幾つかの

事実を明らかにすることができ、それによって戦

前日本の中国語教育がもっていた特質を確認す

ることができた。筆者の力量不足のために、本稿

では中国語の教育内容や履修者の状況などにつ

いて、考察を十分に深められないままに終わって

しまった部分も多いが、今後の課題として研究を

進めていきたい。

(神戸大学大学院総合人間科学研究科博士後期課程)
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年6月1日、 82頁。
30)註29)に同じ、 82頁。
31)青柳篤恒「反省の日本JW補習教育』第46号、
1926年 12月1日、 13頁。
32)青柳篤恒「支那語熟達神髄JW成功』第8巻第
.3号、 1906年1月10日、 49頁。
33)註32)に同じ、 49頁。
34)註32)に同じ、 50頁。
35)註32)に同じ、 51頁。
36)註6)に同じ、 83頁。
37)註6)に同じ、 83頁。
38)早稲田大学大学史編集所編『早稲田大学百年
史』第3巻、早稲田大学、 1987年、 13頁。
39)註38)に同じ、 14貰。
40)註12)に同じ、 1159......1160頁。
41)註38)に同じ、 19......37頁。
42)註38)に閉じ、 64......65頁。
43)註6)に同じ、 90頁。
44)註38)に同じ、 93......97頁。
45)註38)に閉じ、 734......735頁。
46)註38)に同じ、 693......694頁。
47)註6)に同じ、 89......90頁。
48)註12)に閉じ、 1193......1194頁。
49)註12)に同じ、 1195頁。
50)註12)に同じ、 1196頁。
51)註1)に同じ、 8頁。
52)六角恒庚『中国語教育史の研究』東方書}苫、
1988年、 218......219頁。
53)註52)に同じ、 221頁。
54)註1)に同じ、 8......9頁。
55)註1)に同じ、 8頁。

56)註1)に同じ、 10頁。
57)六角恒庚『中国語審誌』不二出版、 1994年、
195頁。
58)六角恒庚『近代日本の中国語教育』不二出版、
1984年、 181頁。
59)倉石武四郎『支那語教育の理論と実際』岩波
書底、 1942年、 4頁。
60)註6)に同じ、 84頁。
61)註6)に同じ、 84頁。
62)註6)に同じ、 85......86頁。
63)実藤恵秀『漢文基準支那現代文捷径』尚文堂、
1933年、序。
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64)註63)に同じ、 3......21頁。
65)郭沫若は、現代中国文壇の第一人者である。
1922年に張資平・郁達夫等と創造社を創り、
同書で取り扱った「創造10年」は、郭が創造
社の発起について同人たちとのことを書いた

ものである。
66)戴季陶は、国民党の重要人物で、早年孫文に
したがって日本に渡り、その見聞と研究を基礎
に「日本論」を書いた。

67)註6)に同じ、 86頁。
68)註6)に同じ、 86......87頁。
69)註6)に閉じ、 87頁。


